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健

校
歌
の
一
節
に
「
先
蹤
追
ひ
っ
つ
未
来
の
望
　
ゆ
た
か
に
健
児
は
其
途
進
む
」
と
あ
る
が
、
本
書
の
題
名
は
、
こ
れ

に
よ
っ
た
。
辞
典
に
よ
れ
ば
、
「
蹤
」
と
は
「
あ
し
あ
と
、
故
に
足
扁
」
と
説
か
れ
、
「
先
蹤
」
は
「
先
人
の
事
跡
、
前

の
時
代
の
実
例
、
先
例
」
な
ど
を
意
味
す
る
。
古
く
は
「
平
家
物
語
」
の
中
に
「
木
曽
殿
か
や
う
の
先
蹤
を
忘
れ
給
は

ず
」
の
用
例
が
あ
る
。

ま
た
中
国
晋
代
の
史
書
「
晋
書
」
（
六
四
八
年
）
に
は
「
棺
を
蓋
い
て
事
定
ま
る
」
の
一
文
が
あ
る
。
人
の
生
涯
の

事
業
や
性
行
の
真
価
が
定
ま
る
の
は
、
生
前
で
は
な
く
、
死
ん
で
こ
の
世
を
去
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
、
と
の
意
で
あ

る
。
こ
の
点
、
本
書
で
取
り
上
げ
た
先
人
は
、
没
後
三
十
年
を
原
則
と
し
て
い
る
か
ら
、
も
は
や
評
価
が
ゆ
ら
ぐ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
当
然
、
卒
業
し
た
学
校
は
今
の
制
度
下
で
は
な
い
。

然
し
本
書
で
は
、
一
般
に
用
い
ら
れ
る
「
旧
制
・
新
制
」
の
語
は
、
原
則
と
し
て
使
用
し
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
学

校
名
は
便
利
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、正
式
に
は
過
去
に
も
現
在
で
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。参
考
と
し
た
の
は
、

昭
和
十
五
年
の
「
羽
城
」
に
「
官
立
上
級
学
校
入
学
者
訓
」
、
ま
た
私
の
記
憶
で
は
、
静
岡
市
郊
外
に
「
官
立
静
岡
高

等
学
校
生
徒
逍
遥
之
碑
」
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
倣
っ
て
、
た
と
え
ば
「
旧
制
高
等
学
校
」
と
は
し
な
い



で
「
官
立
高
等
学
校
」
と
し
、
戦
前
の
「
東
大
」
も
「
東
京
帝
国
大
学
」
と
し
て
、
言
わ
ば
そ
の
時
々
の
卒
業
証
書
に

記
載
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
校
名
と
し
た
。

私
は
昭
和
九
年
に
県
立
秋
田
中
学
校
に
入
学
し
た
。
校
舎
は
東
根
小
屋
町
に
あ
り
、
通
り
を
距
て
て
、
中
通
尋
常
小

学
校
と
営
林
局
が
あ
っ
た
。
校
舎
は
す
で
に
老
朽
し
て
一
部
は
不
使
用
の
空
き
家
で
、
校
友
会
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
正

に
「
古
き
い
ら
か
の
面
影
」
が
残
り
、
ま
た
「
踏
め
楢
山
の
原
の
土
」
と
歌
わ
れ
た
「
楢
山
グ
ラ
ン
ド
」
は
学
校
か
ら

徒
歩
数
分
、
凡
そ
一
万
坪
の
広
さ
で
あ
っ
た
二

坪
は
約
三

こ
二
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。
明
治
三
十
四
年
に
完
成
し
、

昭
和
十
一
年
、
秋
田
中
学
校
の
手
形
移
転
ま
で
存
続
し
た
。
入
学
し
た
時
は
志
願
者
三
百
六
十
二
名
、
合
格
者
は
二
百

五
十
六
名
、
制
服
は
黒
色
、
六
月
か
ら
は
霜
降
色
、
制
帽
も
黒
色
で
白
線
二
条
、
制
靴
も
黒
色
の
編
上
靴
、
教
練
の
時

の
ゲ
ー
ト
ル
も
黒
色
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
翌
十
年
か
ら
は
、
す
べ
て
カ
ー
キ
色
に
変
わ
り
、
や
が
て
制
服
は
国
民
服
、

制
帽
は
白
線
不
装
着
の
戦
闘
帽
の
型
に
な
っ
て
、ニ
ト
年
八
月
の
終
戦
を
迎
え
た
。
本
書
に
登
場
し
た
先
輩
の
多
く
は
、

そ
の
多
感
の
春
秋
を
、
今
述
べ
た
東
根
小
屋
の
学
び
舎
で
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
母
校
の
近
く
に
建
っ
て
い
る
「
羽
城
館
」
（
校
史
資
料
館
）
の
ホ
ー
ル
に
は
、
こ
の
『
先
蹤
録
』
の
先
人
の

写
真
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
建
物
は
、
昭
和
四
年
に
職
員
・
生
徒
に
よ
っ
て
秋
田
市
仁
別
字
栗
畑
に
植
林
さ
れ

た
木
材
を
使
用
し
、
標
札
の
揮
毫
は
昭
和
十
二
年
卒
の
藤
崎
吉
次
氏
、
材
板
は
昭
和
十
七
年
卒
の
根
岸
秀
治
氏
の
霊
力

に
よ
っ
た
。

終
り
に
、
創
立
百
三
十
周
年
に
当
た
り
、
国
立
七
大
学
（
往
時
の
帝
国
大
学
）
の
中
、
束
京
・
東
北
の
二
大
学
の
総

長
が
同
窓
会
員
で
あ
る
と
い
う
空
前
の
事
例
を
付
記
す
る
。
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